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埼玉大学経済学会会則 (抜粋)

1992年 10月 2日施行

2004年 11月 9日改定

第 1条 (名称) 本会は埼玉大学経済学会 (The Economics Society of Saitama University)

と称する｡

第 2条 (目的) 本会は経済・経営・社会環境設計及び関連諸科学の研究と発表を目的とする｡

第 3条 (事業) 本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う｡

1. 機関誌 『社会科学論集』 の発行

2. 研究会及び講演会の開催

3. その他本会の目的を達成するために必要な事業

第 4条 (組織) 本会は次の会員をもって組織する｡

1. 普通会員

� 本学経済学部教員

� 会員になることを希望し, 評議員会で入会を許可された者

2. 学生会員

� 本学大学院経済科学研究科学生及び経済学部学生

� 本学以外の社会科学系研究科学生および社会科学系学部学生で, 会員になる

ことを希望し, 評議員会で許可された者

3. 賛助会員

会員になることを希望し, 評議員会で入会を許可された法人 (これに準ずるも

のを含む)

〈会費の納入について〉

1. 会員は機関誌 『社会科学論集』 の配付を受けることができます (会則 6条)｡

2. 普通会員は年額 8,000円, 賛助会員は年額 50,000円を 1口とし, 郵便振替 (埼玉大学経済学会・

口座番号 東京 8�661671) により納めてください (会則 5条, 会計規則 1条・3条)｡

3. 学生会員は入学に際し, 学部学生については 4カ年分の会費として 16,000円を, 大学院博士

前期課程の大学院学生については 2カ年分の会費として 8,000円を, 大学院博士後期課程の大学

院学生については 3カ年分の会費として 12,000円を予納してください (会計規則 2条)｡
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・研究ノート, 判例研究, ケース
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・海外事情
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・その他
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